
私たちが作りました！

新聞紙のカラーページから好きな色や模様を選んで、思い思いに形を切り出す
「切り紙カレンダー」。制作過程から、利用者との「会話」が生まれます。
この制作に初めて挑戦する施設の取り組みを、連載でご紹介します。
撮影協力／医療法人幸信会　介護老人保健施設あだたらデイケア

カレンダー台紙はレクリエのサイトからダウン
ロードできます。詳しくはp.122をご覧ください。
※台紙は、モーネ工房・井上由季子氏によるオリ
ジナルデザインです。

新 聞切り紙カレンダー

グラフィックデザイナー。香川県三豊市で「モーネ
工房」を主宰。コミュニケーションを大切にした創
作活動やデザインで、人と人とをつなぐ。新聞紙を
材料にした「切り紙カレンダー」は病院や介護施設
など全国に広がりを見せている。著書に『老いのく
らしを変えるたのしい切り紙』（筑摩書房）など。

考案・監修／井上由季子

3月 たんぽぽ

新連載 「 会 話
」が 生 ま れ る
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私たちが作りました！

4月 てんとう虫
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季節のもの、思い出話に花が咲きそうなもののなか
から、作りやすいシンプルなものを選びます。

利用者に声かけする際、それぞれに感じた言葉を伝えてくださ
い。切り紙を見て、きれいな色だと感じたら、「この色、すごく
きれいですね」。あっと驚く部分を切り取っていたら、「ここを
見つけたんですか！　おもしろいですね」。何かわからない時
は、「これは何ですか？」と素直に聞いてみてください。そこか
ら広がる、十人十色の会話を楽しんでもらいたいと思います。

新聞切り紙のカレンダー作りは今、全国の介護施設などに広

がっています。作品を作るためではなく、その時間に生まれ

る楽しい「会話」のために。

新聞切り紙に「うまい下手」はありません。＂切り絵
4

＂では

なく、＂切り紙
4

＂と呼んでいるのはそのためです。みんなそ

れぞれ違う切り紙ができていいのです。そこに人それぞれの

想いが詰まっているのですから。

手を動かす時間、切り紙を見て味わう時間、そして何より、

そこから生まれる「会話」を楽しんでもらいたいと思います。

聞切り紙をはじめたのは、母が介護施設に入所したこ

とがきっかけでした。母との思い出を切り紙にしては

がきを送り、温かなコミュニケーションにつながりました。

その後、母の入所で一人暮らしになり、時間を持て余すよう

になった父に切り紙を勧めると、初めは拒否。しかし、釣り

が趣味だった父は、やがて魚の切り紙に目覚め、娘である私

と切り紙を通じて対話をするようになりました。くる日もく

る日も新聞紙から魚を切り抜く父の姿と生まれた切り紙は、

＂切り紙＂の持つ力を私に教えてくれました。

新聞切り紙は、
作品を作るためではなく

その時間に生まれる楽しい「会話」のために

新

井上由季子さん

切り紙カレンダー のちょっとした コツ

カレンダー を作る手順の例

手順の一例を紹介します。これを参考に皆さんの施設に合った進め方を見つけてください。

1
制作する前月後半

2
制作する当月上旬

3
制作する当月中旬

4
制作する当月下旬

モチーフは誰もが知っている
シンプルなものに

ほめようとしないでください「うまく作る」ことは
求めません

大切なのは「うまく作ってもらおう」としないこと。
どんな仕上がりにも、作った人の個性が表現されて
います。「みなさん、それぞれでいいんです」と何度
も声かけしてください。

持ち帰る時期まで、
壁に全員分を展示する

カレンダーを作る 利用者に新聞紙の
色分けをしてもらう

まずは介護者が
作ってみる

切り紙を知るために、介護者自身がまず作ってみてください。
新聞紙が色紙よりも豊かな材料になることに気づくためにも。
会話をしながら切ったり、貼ったり。介護者が切り紙の楽しさ
を体験することで、利用者への声かけが増えると思います。

介護者の皆さんがまず
作ってみてください
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介護者が切り紙カレンダーを
作ってみました！

デイケアのレク担当の介護者 6 名が、まずは実際に切り紙をしました。作ってみたからこそ、
切り紙の楽しさを知り、利用者が作る時のポイントなどに気づくことができました。

モチーフを決めてから
まずは新聞紙を色分け

てんとう虫の体や模様を
切り出して台紙に貼る

事前に介護者でどんなモチーフがいいかを話し
合いました。季節感はもちろん、利用者になじ
みのあるものや作りやすい形を重視して、「て
んとう虫」に決定。新聞紙を持ち寄り、カラー
面の色分けから取りかかりました。使えそうな
部分をはがき程度のサイズに切り出し、黒、茶、
赤、黄、緑、青などにざっくり分けます。

選んだ新聞紙の部分から、てんとう虫の体を切
り出します。制作を進めるうちに、自分たちが
初めに戸惑ったように、利用者もてんとう虫を
イメージするのに時間がかかったり、どこから
取りかかっていいのかわからなかったりするか
もしれないと思い、介護者の作品を見本として
見せることに。また、初めて取り組む制作であ
ることから、基本の作り方をおおまかに決めて、
利用者の作りやすさを大切にしました。

この辺り、
使えそう

新聞紙がきれいな色紙に。
好きなものを選んで使い
ます。

色味や貼り方などで作品に違い
が出て、介護者同士でお互いの
作品について会話が弾みました。

5・ 6月号では利用者の制作の
様子をお届けします。

羽は体と同じ形に
切って真ん中で切ると
簡単かも

でき上が
り

でき上が
り

初めは、どう作ったら「てんとう虫」に見え
るのか戸惑いもありましたが、試行錯誤する
うちにイメージができあがっていきました。

黒

青緑

赤茶

黄
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新聞紙のカラーページから好きな色や模様を選んで、思い思いに形を切り出す
「切り紙カレンダー」。制作過程から、利用者との「会話」が生まれます。
この制作に初めて挑戦する施設の取り組みを、連載でご紹介します。
撮影協力／医療生協さいたま生活協同組合　介護老人保健施設みぬま　　イラスト／モリナオミ

カレンダー台紙はレクリエのサイトからダウン
ロードできます。詳しくはp.122をご覧ください。
※台紙は、モーネ工房・井上由季子氏によるオリ
ジナルデザインです。

新 聞切り紙カレンダー

グラフィックデザイナー。香川県三豊市で「モーネ
工房」を主宰。コミュニケーションを大切にした創
作活動やデザインで、人と人とをつなぐ。新聞紙を
材料にした「切り紙カレンダー」は病院や介護施設
など全国に広がりを見せている。著書に『老いのく
らしを変えるたのしい切り紙』（筑摩書房）など。

考案・監修／井上由季子

５月 こいのぼり

6月 梅 雨

「 会 話
」が 生 ま れ る



23

カレンダー を作る手順の例 手順の一例を紹介します。これを参考に皆さんの施設に
合った進め方を見つけてください。

1
制作する前月後半

2
制作する当月上旬

3
制作する当月中旬4

制作する当月下旬

持ち帰る時期まで、
壁に全員分を展示する

カレンダーを作る 利用者に新聞紙の
色分けをしてもらう

まずは介護者が
作品を作ってみる

介護者が作る様子は、レクリエ
3・ 4月号で紹介しています。
レクリエWEBサイトからもご覧に
なれます。（ 4月 1日公開）

1

こんなふうに切り紙をしました！

利用者の思い出を引き出し、
モチーフを決める

介護老人保健施設みぬまでは

「新聞紙を使ってカレンダーを作る」
と説明しても、これから何をするか
利用者が想像しづらいため、まずは
その季節の思い出を引き出しながら
話を広げました。そのなかから出て
きたこいのぼりを切り紙にすること
に決め、さらに色や形などを利用者
に聞いていきました。

利用者と一緒に 5 月のモチーフを決めることからはじめました。後日、利用者が作る際に何をす
るのかわかりやすいよう、制作する月のイメージを引き出し、決まったモチーフをまず介護者が
作ってみました。

今回はここ！

5月といえば
どんなことを
思い出しますか？

そうですね！
こいのぼりはどんな
色でしょうか？

端午の節句ね

その下は赤よね

真鯉は黒

こいのぼりかな

例えば、 5月のカレンダーの場合、その
季節を想起させるイラストや写真を見せ
ながら、どんな季節か、何を思い出すか
など、利用者に尋ねます。

利用者の思い出をきっかけにし、
それを切り紙で表わしてもらうこ
とで、楽しい会話につながります。

ポイント
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色を分ける

切り出して分ける

2

3

介護者の作った見本を見せる

モチーフに必要な色を中心に
新聞紙を色分けして切る

介護者が作ったカレンダーの実物を見せながら、新聞紙の
カラーページを切り出して、こいのぼりを作ることを伝え
ます。「新聞紙のここを使いました」「はみ出してもいいで
すよ」など具体的な話をすることで、これから何をするの
か利用者のイメージが固まっていきました。

新聞紙1日分をそのまま利用者に渡し、そこからモノクロ
とカラーのページに分けていきます。カラーのページだけ
がまとまったところで、色を切り出しました。すべての色
を探して切り出すには時間が足りず、利用者も何をしてい
るのか混乱してしまうため、モチーフに必要な色を中心に
切り出します。

私が作ったこいのぼりです。
はみ出すと、大空に泳いでいる
みたいに見えませんか？

こんなふうに作るのねうろこが
ぎっしりだ

赤や青、黒などこいのぼりに使
えそうな色を切り出しました。

介護者が作っ
たカレンダー
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7・ 8月号では、完成
したカレンダーの会話
の広げ方、鑑賞の楽し
み方を紹介します。

4 モチーフを切り出して
台紙に貼る

自分の好きな色や模様から、それぞれこいのぼりを切り出してい
きます。作り方は様々。自分のイメージで切り出す人や、雑誌に
載っているこいのぼりを見ながら色や形を作る人、はさみを使う
のが難しい人は指で新聞紙をちぎって作りました。作る前に、会
話によってこいのぼりのイメージを引き出したことで、「ここは
うろこになりそう」などと具体的に想像しながら作り進めること
ができました。

慣れるまでは、小さな
紙に貼ってからカレン
ダー台紙に貼る人も。
作っているうちに、「は
み出してもよい」「うま
く作ろうとしないほう
が味が出る」ことがわ
かってきました。

指でちぎって

見本を見ながら

私が作った
こいのぼりです！

6月は梅雨をテーマに作りました！6月は梅雨をテーマに作りました！
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